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市
街
化
調
整
区
域
内
に
残
さ
れ

て
い
る
樹
林
地
や
山
林
等
は
市
街

化
が
進
行
し
た
都
市
部
に
お
い
て

は
、
水
源
地
域
と
し
て
重
要
な
森

林
の
水
源
涵
養
機
能
等
、
ま
た
、

温
暖
化
な
ど
、
都
市
環
境
を
回
復

さ
せ
る
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
景
観
形
成
、
里

山
等
の
自
然
環
境
は
地
域
住
民
に

限
ら
ず
、
多
く
の
人
々
に
安
ら
ぎ

を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
。
都
市
部

に
お
い
て
限
ら
れ
た
緑
地
を
良
好

な
樹
林
地
と
し
て
、
将
来
に
わ
た

り
、
保
全
、
保
護
す
る
た
め
に
は
、

緑
地
保
有
者
に
対
し
、
相
続
税
納

税
猶
予
制
度
等
、
税
制
上
の
優
遇

措
置
を
講
じ
る
こ
と
を
求
め
る
。

　

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
三
件
あ
て

「
市
街
化
調
整
区
域
内
緑
地

保
有
者
に
対
し
、
相
続
税
納

税
猶
予
制
度
等
、
制
度
上
の

優
遇
措
置
」
を
求
め
る
意
見

書

　

政
府
は
「
国
庫
負
担
見
直
し
」

を
か
か
げ
、
毎
年
の
よ
う
に
学
校

事
務
・
栄
養
職
員
の
給
与
費
半
額

国
庫
負
担
の
適
用
除
外
の
動
き
を

増
し
て
い
る
。
義
務
教
育
費
国
庫

負
担
制
度
は
、
教
育
の
機
会
均
等

と
そ
の
水
準
の
維
持
向
上
を
図
る

う
え
で
も
、
子
ど
も
た
ち
に
ゆ
き

と
ど
い
た
教
育
を
保
障
す
る
う
え

で
も
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
よ

っ
て
町
田
市
議
会
は
こ
の
制
度
の

維
持
と
充
実
・
発
展
を
望
む
立
場

か
ら
、
国
に
対
し
義
務
教
育
費
国

庫
負
担
制
度
を
存
続
さ
せ
、
学
校

事
務
職
員
・
栄
養
職
員
を
適
用
除

外
し
な
い
こ
と
を
強
く
求
め
る
も

の
で
あ
る
。

　

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
三
件
あ
て

　

平
成
一
六
年
第
二
回
定
例
会
に

は
六
件
の
請
願
が
提
出
さ
れ
、
継

続
と
な
っ
て
い
た
二
件
と
あ
わ
せ

て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
結
果
、

五
件
が
採
択
、
一
件
が
不
採
択
、

二
件
が
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

　

詳
細
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

◎
町
田
市
内
在
住
の
私
立
小
・

中
学
校
生
の
保
護
者
に
対
す
る
補

助
金
制
度
に
つ
い
て
の
請
願　

　

◎
定
員
を
大
幅
に
超
え
る
学
童

保
育
ク
ラ
ブ
の
適
正
な
規
模
で
の

保
育
・
運
営
の
実
現
を
求
め
る
請

願
　

◎
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
育
成
料
の

値
上
げ
に
際
し
て
の
慎
重
な
取
り

　

◎
国
へ
「
不
動
産
取
得
税
の
低

減
に
関
す
る
意
見
書
」
提
出
を
求

め
る
請
願

　

◎
鶴
川
駅
前
道
路
北
側
斜
面
へ

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
に
か
か

わ
る
請
願

　

◎
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
の
さ
ら
な

る
充
実
を
求
め
る
請
願

学
校
事
務
職
員
・
栄
養
職
員

の
給
与
費
半
額
国
庫
負
担
な

ど
の
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
の
堅
持
を
求
め
る
意
見

書

　

老
人
ク
ラ
ブ
運
営
費
補
助
金
額

の
変
更
に
つ
い
て
は
、
願
意
に
沿

う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
各
ク
ラ
ブ
と

も
交
通
安
全
・
防
犯
・
防
火
活
動

等
の
社
会
奉
仕
活
動
、
友
愛
活
動

等
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

市
と
し
て
も
こ
れ
ら
の
活
動
に
報

い
る
べ
く
、
活
動
等
に
必
要
と
思

わ
れ
る
消
耗
品
類
の
支
給
を
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
い
こ
い
の
家
制

議員提出議案�

　第２回定例会では、意見書４件を可決し、議長名で関係行政庁へ提
出しました。
　要旨は次のとおりです。

　

個
人
情
報
の
保
護
が
叫
ば
れ
て

い
る
中
、
各
地
方
自
治
体
で
は
、

個
人
情
報
保
護
条
例
が
制
定
さ
れ

る
な
ど
、
市
民
の
個
人
情
報
保
護

に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
の
反
面
、
住
民
基
本
台
帳
法
に

よ
り
、
個
人
情
報
が
表
に
出
て
い

る
現
状
が
あ
る
。

　

現
在
の
住
基
法
は
公
開
が
原
則

と
な
っ
て
お
り
、
事
業
者
は
「
ダ

イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
を
送
付
す
る
」

な
ど
の
営
利
目
的
で
も
住
民
基
本

台
帳
に
あ
る
情
報
の
う
ち
四
情
報

に
つ
い
て
閲
覧
を
請
求
で
き
る
と

さ
れ
、
個
人
情
報
の
流
出
に
歯
止

め
が
か
か
ら
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
個
人
情
報
保
護
の
た
め

に
住
民
基
本
台
帳
法
を
改
正
す
る

な
ど
、
必
要
な
法
整
備
を
行
う
よ

う
要
望
す
る
。

　

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
一
件
あ
て

住
民
基
本
台
帳
法
の
改
正
を

求
め
る
意
見
書

　

教
育
基
本
法
の
施
行
か
ら
半
世

紀
た
ち
、
そ
の
間
、
社
会
は
大
き

く
変
化
し
ま
し
た
。
教
育
に
お
い

て
は
、
家
庭
で
の
し
つ
け
や
道
徳

心
ま
で
も
が
国
や
学
校
に
任
せ
き

り
に
な
り
、
学
校
で
は
、
学
級
崩

壊
、
不
登
校
、
い
じ
め
な
ど
多
く

の
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
中
、
日
本
の
教
育
を
根
本
か

ら
見
直
し
、
こ
れ
か
ら
の
将
来
を

担
う
日
本
人
を
形
成
す
る
た
め
に

家
庭
・
地
域
力
の
回
復
、
学
校
・

家
庭
・
地
域
社
会
の
融
合
・
協
力

の
推
進
、
日
本
の
伝
統
文
化
の
尊

重
、
郷
土
や
国
を
愛
す
る
心
と
い

っ
た
理
念
や
原
則
を
明
確
に
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
よ
っ
て
町
田

市
議
会
は
政
府
に
対
し
教
育
基
本

法
の
早
期
改
正
を
求
め
る
も
の
で

す
。

　

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
二
件
あ
て

教
育
基
本
法
の
早
期
改
正
を

求
め
る
意
見
書

請
願
の
処
理

経
過
及
び
結

果
報
告

不　
　

採　
　

択

継　

続　

審　

査

採　
　
　

択

組
み
と
、
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
に
お

け
る
保
育
の
質
の
向
上
さ
せ
る
た

め
の
対
応
を
求
め
る
請
願

　

◎
旧
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
グ
ラ
ン
ド
跡

地
周
辺
地
域
の
自
然
環
境
の
保
全

を
求
め
る
請
願

　

◎
学
校
事
務
職
員
・
栄
養
職
員

の
給
与
費
半
額
国
庫
負
担
な
ど
の

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅

持
を
求
め
る
請
願

　

平
成
一
六
年
第
一
回
定
例
会
に

お
い
て
採
択
さ
れ
た
請
願
に
つ
い

て
、
市
長
か
ら
処
理
経
過
及
び
結

果
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
運
営
費
補
助
金
変

　

更
の
撤
回
及
び
高
齢
者
い
こ
い

　

の
家
宿
泊
費
補
助
廃
止
の
撤
回

　

等
に
関
す
る
請
願

請
願
の審

査
状
況

請願の出し方
①　市・国等への要望を文書で提出してください。（請願の件名・要
　旨・理由などを簡潔に書いてください。図面や資料を添付すること
　が必要な場合は添付してください。）
②　請願者の住所（法人・団体の場合は、所在地及び法人・団体の名
　称）を記入し、請願者（法人・団体の場合は、代表者）が署名、ま
　たは記名押印（ゴム印、パソコン等で記入した場合は押印）をして
　ください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　※請願者が２名以上のときは、外何人と記入し、その方たちが、上
　　記と同じ方法で記入した署名簿を添付してください。
③　請願書の表紙に、１名以上の紹介議員（市議会議員）の署名また
　は記名押印をしてもらい、議会事務局議事係へ提出してください。
　※様式は次のものを参考にしてください。請願書の用紙は、議会事
　　務局で必要な方にお渡ししていますので、遠慮なくお申し出くだ
　　さい。

＊　請願はいつでも受け付けます。　　　　　　　　　　　　　　
　定例会の開催される月（３、６、９、１２月）の５日の午後５時
までに提出された請願は、その定例会の会期中に審査されます。
（５日が土曜日の時は７日の午後５時、日曜日または休日の時は
６日の午後５時までとなります。）　　　　　　　　　　　　　
　６日（５日が土曜日の時は８日、５日が日曜日または休日の時
は７日）以降に提出された請願は、閉会中（次の定例会までの間）
に審査され、結論が出るのは次の定例会以降になります。
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文
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議会事務局

1０４２－７２４－２１７１（直通）

「 点 字 」「 テ ー プ 」
の 市 議 会 だ よ り を
ご 利 用 下 さ い 。

度
の
廃
止
に
つ
い
て
も
、
願
意
に

沿
い
か
ね
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
制
度
に

つ
い
て
も
補
助
の
制
度
は
廃
止
し

ま
す
が
、
従
来
か
ら
の
協
定
料
金

（
割
引
あ
り
）
を
維
持
し
た
形
で

宿
泊
施
設
を
確
保
す
べ
く
鋭
意
交

渉
中
で
す
。

　

請
願
採
択
を
受
け
検
討
を
行
い

ま
し
た
が
、
個
別
事
項
に
お
い
て

は
願
意
に
沿
う
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
事
業
見
直

し
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と
し

て
、
市
民
の
利
便
性
を
図
る
た
め
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
利
用
し
、
情
報
提
供
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

町
田
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
障
が

い
福
祉
の
情
報
を
集
め
た
ペ
ー
ジ

を
作
成
し
、
お
知
ら
せ
、
国
や
東

　

「
障
が
い
児
者
福
祉
に
関
連
す

　

る
事
業
の
見
直
し
」
へ
の
再
考

　

を
求
め
る
請
願

京
都
な
ど
障
が
い
分
野
に
特
化
し

た
リ
ン
ク
集
、
申
請
書
様
式
の
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
等
利
用
し
や
す
い
情

報
提
供
に
努
め
ま
す
。
さ
ら
に
、

市
の
情
報
化
推
進
計
画
と
の
調
整

を
行
う
中
で
、
将
来
的
に
は
市
民

に
開
放
で
き
る
パ
ソ
コ
ン
端
末
の

窓
口
設
置
、
障
が
い
福
祉
に
関
す

る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成
し
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
と
し
て
提
供
す
る
こ

と
も
視
野
に
入
れ
検
討
を
行
い
ま

す
。

　

い
こ
い
の
家
宿
泊
費
補
助
に
つ

き
ま
し
て
は
、
高
齢
者
制
度
と
連

携
を
し
て
、
協
定
料
金
（
割
引
あ

り
）
で
の
利
用
が
で
き
る
よ
う
鋭

意
交
渉
中
で
す
。

　

町
田
の
保
育
に
関
す
る
請
願

　

一.

保
育
料
の
在
り
方
に
つ
い
て

　

保
育
料
改
定
に
つ
い
て
で
す
が
、

町
田
市
保
育
料
問
題
懇
談
会
最
終

報
告
書
は
、
利
用
者
負
担
率
二
五

％
を
「
当
面
は
超
え
て
は
な
ら
な

い
上
限
の
水
準
で
あ
る
」
と
位
置

づ
け
ま
し
た
が
、
「
景
気
の
低
迷

や
所
得
の
減
少
、
失
業
率
の
悪
化

が
続
く
経
済
下
に
お
い
て
は
、
利

用
者
に
急
激
な
負
担
を
課
す
こ
と

の
な
い
よ
う
配
慮
し
、
保
育
料
の

調
整
は
段
階
的
に
行
う
べ
き
で

す
。」と
の
提
言
も
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
趣
旨
を
尊
重
し
、
願
意
の
と

お
り
慎
重
に
検
討
す
る
所
存
で
す
。

　

次
に
、
「
利
用
者
の
意
識
を
向

上
さ
せ
る
よ
う
な
利
用
者
へ
の
丁

寧
な
対
応
」
で
す
が
、
四
月
一
六

日
に
保
育
料
決
定
通
知
書
に
同
封

す
る
形
で
「
保
育
費
用
に
つ
い
て

の
お
知
ら
せ
」
と
題
す
る
文
書
で

保
育
料
と
保
育
費
用
に
つ
い
て
の

明
細
、
町
田
市
保
育
料
問
題
懇
談

会
最
終
報
告
書
の
概
要
を
す
べ
て

の
利
用
者
に
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
、
四
月
二
一
日
付
市
広

報
で
も
同
報
告
書
の
概
要
を
お
知

ら
せ
し
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
は
、
全
文
を
掲
載
い
た
し
ま
し

た
。
今
後
も
、
保
育
料
、
保
育
費

用
に
関
し
広
報
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

　

二.

保
育
の
質
の
確
保
に
つ
い
て

　

保
育
士
の
人
的
配
置
に
つ
い
て

は
、
国
基
準
・
都
基
準
と
も
に
配

置
基
準
は
、
保
育
所
の
認
可
基
準

で
あ
り
、
そ
の
減
少
は
、
国
の
省

令
改
正
並
び
に
都
の
要
綱
改
正
が

な
い
限
り
あ
り
え
ず
、
願
意
の
と

お
り
今
後
も
対
応
し
ま
す
。


